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今日は失敗談から学んだことをお伝えします。キャリア
支援でのことです。Aさんは20代後半の男性。ひょろっと
していて青白い顔、表情もかたく視線もきょろきょろと定
まらず、おどおどしているように見えました。「今までアル
バイト経験しかないんですけど、そろそろ正社員にならな
いとまずいと思って。」と声をしぼるような話し方から、今、
緊張していることと、これからの就職活動に不安を感じて
いることが伝わってきます。「そうですよね。不安に感じま
すよね。」私の声を聞いて、Aさんはほっとしたようにうな
ずきました。「何が不安ですか？」「自分を雇ってくれるとこ
ろがあるのかなって。正社員の経験ないし。これといって
資格もないし…。」「なるほど。今までのアルバイト経験から
得た知識やスキルもありますから、それが会社にどのよう
に活用できるかを伝えられるようにしていきましょう！今日
のこの時間でどんなことがわかると、これからの就職活動
を少しでも自信を持って進められそうですか？」「そうです
ね。仕事の探し方が具体的にわかるといいかな、と思いま
す。」
それから私は求人媒体の種類や特徴、企業や仕事内容を

知るためのイベントなどをそれはもう｢立て板に水」のよう
に熱く語りました。一方の彼はどうかというと、両目がち
らっ、ちらっと左右にこまかく動き、なかなか私と目が合
いません。軽く何回かうなずくものの、気が入らない様子。
不安になりました。ちゃんと聞いてよ、と不愉快にも感じ
ました。「ここまで一方的に話をしましたけれど、質問や確
認したいところはありますか？」「ええ、まあ……。」と口ご
もりながら、興味なさそうにチラシをちらっと眺めます。
「Aさん、本当に正社員で働きたいと思っていますか？」

「思っていますよ。」「でもね、私にはそう感じられないです。
この時間、視線がきょろきょろと動いていて、興味がない
んじゃないかって思いました。正直、話しづらかった。も
しかして、他の人の話を聞いているときもそういうことが
あるんじゃないですか？」
二人の間に沈黙が流れました。その瞬間、Aさんの口元

が「きっ」としまるのが見えました。「相談になりませんね！」
そう言い放つ声には怒りの力がこめられていて、それまで
のAさんとは別人のようでした。しまった…。やっちまっ
た。フィードバックを受けとめる段階ではなかったか。Aさ

んの上半身から、怒りのオーラがゆらゆら、ゆらゆらとこ
ちらに流れてきます。「まったく相談にならない！それに人
格まで否定されてっ！！！　ここにくる相談じゃなかったかも
しれませんけどね。精神科に行ったほうがよかったのかも
しれない。」彼は射るように荒々しく私をにらめつけます。
「そうですか。人格を否定されたととらえたんですね。」彼の
視線を真正面から受け止めつつ、沈黙は１分ほど流れたで
しょうか。私はあなたから逃げない、あなたはこの場を仕
切り直すことができる、そんな思いを届けるように目を合
わせ続けました。
仕切り直したのは彼でした。「ふぅ〜」と大きなため息を

つきつつ、「すいません。僕、こうなっちゃうときがあるん
です。」と照れ笑いしながら、もぞもぞと話します。「いいえ。
こちらこそ。私、とても反省しました。Ａさんの気持ちを
初めにもっと受け入れればよかったのにって。ごめんなさ
い。」その後のAさんの表情は明るく穏やかで、相談時間終
了時には、「今日は失礼な態度をとってすいませんでした。
話を聴いていただいてありがとうございます。」と当初の印
象とはうってかわって礼儀正しく帰られました。
相手が話している内容だけが真実とは限らない、むしろ

語られていないなかに真実がある。今、耳に届く事柄だけ
で相手と関わっていると、一生懸命になればなるほど、ど
んどんズレていく。それを身をもって感じました。
例えば、何をすればいいかわかっていながら行動できな

い人には、「どうすればいいか、あなたにアドバイスはでき
るよ。でも、それは本当にあなたが扱いたいことではない
ように思う。何があなたの行動にブレーキをかけているの
だろう？」と問いかければ、相手は考えるでしょう。自分の
ブレーキの正体は何だろう？　と。何が自分をそんなに不
安にさせているのか、と。他にこういうこともあります。
「大丈夫、大丈夫！」と言いながらも、笑顔がこわばってい
れば、本当は大丈夫でなんかないのかもれません。傷つい
ているのかもしれません。語られていないことにこそ相手
の真実がある、これがキャッチできると「人のマネジメン
ト」はぐっと楽になります。まずは、相手の様子から感じた
ことをそのまま伝えてあげてください。違っていても大丈
夫。もしも違っていたら、そこからまたスタートすればい
いのですから。
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